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（
信
書
の
発
受
の
方
法
の
制
限
）

第
六
十
六
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
が
信
書
を
発
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
次
に
掲
げ

る
方
法
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

郵
便
（
郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
特
殊
取
扱
（
速
達
及
び
年

賀
特
別
郵
便
の
取
扱
い
を
除
く
。）に
よ
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
る
方
法

二

電
報
に
よ
る
方
法
（
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
及
び
付
添
人
等
又
は
弁
護
人
等
に
対
し
て
信
書
を
発
す
る
場
合

に
限
る
。）

２

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
が
信
書
を
受
け
る
方
法
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に

制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
信
書
便
に
よ
る
方
法

二

電
報
に
よ
る
方
法

（
複
数
の
在
院
者
に
宛
て
た
信
書
等
の
取
扱
い
）

第
六
十
七
条

複
数
の
在
院
者
に
宛
て
た
信
書
で
あ
っ
て
、
在
院
者
が
受
け
る
こ
と
を
許
す
も
の
は
、
そ
の
う
ち
の
一

人
に
交
付
す
る
。

２

在
院
者
に
宛
て
た
信
書
で
あ
っ
て
、
在
院
者
が
受
け
る
こ
と
を
許
す
も
の
の
う
ち
、
紙
以
外
の
物
品
に
そ
の
内
容

が
記
載
さ
れ
た
も
の
、
音
を
発
す
る
装
置
の
付
い
た
も
の
そ
の
他
信
書
以
外
の
物
品
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
法
第
七
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
法
第
百

条
、
第
百
一
条
又
は
第
百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
し
、
又
は
差
し
止
め

る
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
に
、
そ
の
物
品
の
提
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
そ
の
内
容
（
法
第
百
一
条
の
規
定
に
よ
り

削
除
し
、
又
は
抹
消
す
べ
き
箇
所
を
除
く
。）を
了
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
死
亡
者
の
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
）

第
六
十
八
条

法
第
百
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る
信
書
の
全
部
若
し
く
は
一
部
又
は
複
製

（
第
九
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
発
受
禁
止
信
書
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
法
第
百
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
引

き
渡
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
十
九
条

法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
関
し
調
査
を
行
う
国
若
し
く
は
地
方
公
共

団
体
の
機
関
又
は
そ
の
職
員

二

自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
関
し
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
遂
行
す
る
弁
護
士
（
弁
護
士
法
人
を
含
む
。）

三

委
員
会

（
翻
訳
等
の
費
用
の
負
担
）

第
七
十
条

法
第
百
九
条
第
一
項
後
段
又
は
第
二
項
後
段
に
規
定
す
る
通
訳
又
は
翻
訳
の
費
用
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

を
除
き
、
面
会
等
（
面
会
又
は
法
第
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
信
を
い
う
。
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）又

は
信
書
の
発
受
の
目
的
及
び
在
院
者
の
負
担
能
力
に
照
ら
し
て
そ
の
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

在
院
者
が
そ
の
国
籍
を
有
す
る
外
国
の
大
使
、
公
使
、
領
事
官
そ
の
他
領
事
任
務
を
遂
行
す
る
者
と
面
会
し
、

又
は
そ
の
者
と
の
間
で
信
書
の
発
受
を
す
る
場
合

二

次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
在
院
者
が
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

イ

在
院
者
が
法
第
九
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
と
面
会
等
を
す
る
場
合

ロ

在
院
者
が
次
に
掲
げ
る
信
書
の
発
受
を
す
る
場
合

在
院
者
の
保
護
者
等
と
の
間
で
発
受
す
る
信
書

婚
姻
関
係
の
調
整
、
訴
訟
の
遂
行
、
修
学
又
は
就
業
の
準
備
そ
の
他
の
在
院
者
の
身
分
上
、
法
律
上
、
教

育
上
又
は
職
業
上
の
重
大
な
利
害
に
係
る
用
務
の
処
理
の
た
め
発
受
す
る
信
書

在
院
者
の
更
生
保
護
に
関
係
の
あ
る
者
と
の
間
で
発
受
す
る
信
書
そ
の
他
の
信
書
の
発
受
に
よ
り
そ
の
改

善
更
生
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
信
書

第
十
二
章

賞
罰

（
賞
の
授
与
）

第
七
十
一
条

法
第
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
の
長
が
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
賞
は
、
賞
詞
、
賞
票
又
は
一
万

円
以
下
の
金
額
に
相
当
す
る
賞
品
と
す
る
。

（
謹
慎
の
方
法
）

第
七
十
二
条

謹
慎
に
付
さ
れ
て
い
る
在
院
者
の
居
室
は
、
単
独
室
と
す
る
。
た
だ
し
、
少
年
院
の
長
が
謹
慎
さ
せ
る

の
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

少
年
院
の
長
は
、
謹
慎
に
付
さ
れ
て
い
る
在
院
者
に
つ
い
て
、
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
謹
慎
さ
せ
る

た
め
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
生
活
及
び
行
動
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
動
の
機
会
の
付
与
）

第
七
十
三
条

謹
慎
に
付
さ
れ
て
い
る
在
院
者
に
運
動
の
機
会
を
与
え
る
日
数
は
、
一
週
間
に
つ
き
二
日
を
下
回
っ
て

は
な
ら
な
い
。

（
法
第
百
十
七
条
第
四
項
の
措
置
の
実
施
方
法
）

第
七
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
つ
い
て
、
法
第
百
十
七
条
第
四
項
の
措
置
を
執
る
場
合
に
は
、
そ
の
処
遇

は
、
運
動
、
入
浴
、
健
康
診
断
、
診
療
、
面
会
又
は
反
則
行
為
に
つ
い
て
の
事
情
聴
取
の
場
合
そ
の
他
居
室
に
お
い

て
行
う
こ
と
が
困
難
な
処
遇
を
行
う
場
合
を
除
き
、
昼
夜
、
居
室
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第

一
項
の
調
査
の
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

法
第
百
十
七
条
第
四
項
の
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
在
院
者
の
居
室
は
、
単
独
室
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項

の
調
査
の
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
弁
明
の
方
法
）

第
七
十
五
条

法
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
弁
明
は
、
こ
れ
を
聴
取
す
る
職
員
の
面
前
に
出
頭
し
、
口
頭
で
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
在
院
者
は
、
職
員
の
面
前
に
出
頭
し
て
口
頭
で
行
う
こ
と
に
代
え
て
、
弁
明
を
記
載
し
た
書

面
を
提
出
し
、
又
は
在
院
者
を
補
佐
す
る
職
員
が
弁
明
を
録
取
す
る
方
法
に
よ
り
弁
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
章

救
済
の
申
出
等

（
申
出
書
の
記
載
事
項
等
）

第
七
十
六
条

法
第
百
二
十
条
の
書
面
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
出
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

二

申
出
を
す
る
者
が
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
院
の
名
称

三

申
出
に
係
る
処
遇
が
行
わ
れ
た
少
年
院
の
名
称

四

申
出
に
係
る
処
遇
の
内
容

五

申
出
の
理
由

六

申
出
の
年
月
日

２

法
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
者
は
、
出
院
し
た
後
に
法
第
百
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
以

下
「
処
理
結
果
通
知
」
と
い
う
。）を
受
け
る
に
は
、
法
第
百
二
十
条
の
書
面
へ
の
記
載
そ
の
他
法
務
大
臣
が
定
め
る

方
法
に
よ
り
、
出
院
し
た
後
に
処
理
結
果
通
知
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
所
を
法
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
十
七
条

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
事
項

二

申
出
を
す
る
者
の
住
所
又
は
居
所

三

申
出
を
す
る
者
が
出
院
し
た
年
月
日

２

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
者
が
、
前
項
第
二
号
の
住
所
又
は
居
所
以
外
の
場
所
で
処

理
結
果
通
知
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
は
、書
面
に
よ
り
当
該
場
所
を
法
務
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
書
面
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
信
書
便
で
提
出
し
た
場
合
に
お
け
る
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
期
間
の
計
算
に
つ

い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
算
入
さ
れ
な
い
。

第
七
十
八
条

法
第
百
二
十
条
又
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
書
面
（
次
条
に
お
い
て
「
申
出
書
」
と
い
う
。）に
は
、

救
済
の
申
出
を
す
る
者
が
指
印
し
、
又
は
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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